








(服部 1985, 2008など)｡ 照葉樹林帯の分布限界は､





































と呼ばれている (鈴木 1989；小池ほか編 2005)｡
後者は阿武隈山地南部の辺縁に位置する東西幅の
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た､ 月々の平均気温から､ WI (温かさの指数)
とCI (寒さの指数) を算出した｡ 沿岸台地 (メッ
シュ番号：5540-05-06) は､ 平均気温が13.3℃､ １
月の平均気温は3.8℃､ 年降水量は1391.8㎜であっ
た｡ 算出したWIは101.9､ CIは－2.2となった｡ 内
陸丘陵地 (メッシュ番号：5540-05-24) は､ 平均
気温が13.0℃､ １月の平均気温は3.3℃､ 年降水量
















グを再開した (図２)｡ また､ 調査地点において
斜面方位､ 傾斜を記録し､ 調査地点を東西南北の
４方位に区分した｡ 調査地点はすべてGPS
(Garmin GPS12) を用いて位置を記録した｡ なお､
本文中や各図表の種名 (和名) は､ 草本について
は佐竹ほか (1981, 1982a, 1982b)､ 木本について
























物社会学的方法 (ブラウン-ブランケ 1964) を用
いて､ 調査地点に出現したすべての維管束植物種
を記載した｡ 具体的には､ まず各調査地点におい
て階層区分 (高木層､ 亜高木層､ 低木層､ 草本層)




種を服部ほか (2003) と服部・南山 (2001) に基
づいて照葉樹林構成種 (照葉高木､ 照葉小高木､
照葉低木､ 照葉ツル､ 針葉低木､ 針葉小高木､ 地
生シダ､ 着生シダ､ 腐生ラン､ 多年草､ 腐生植物)
とその他構成種 (夏緑高木､ 夏緑小高木､ 夏緑低
木､ 夏緑ツル､ シダ､ 多年生草本､ 一年生草本､
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アケビ､ ヤブムラサキ､ コウヤボウキなどで､ ウ
ラジロガシ－コナラ群落の識別種と似た分布傾向
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の直径階分布を示した (図９)｡ まず､ 照葉樹に
ついてみると､ ヒサカキを除きほとんどの種が沿
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富ほか 1976；宮脇編 1986；辻 2001；鈴木 2001)



































































































を調べた磯谷 (1994) は､ 照葉樹優占林は南・西
向き斜面に多かったことを報告している｡ これに




ガシ林の北限を調べた大橋ほか (2006) は､ この
研究で天然分布とされた気仙沼地域のアカガシ林
の分布は､ 東向きから南西向きまでのやや乾いた
斜面だとしている｡ この平吹 (1990) および大橋
ほか (2006) の傾向は､ 今回行った茨城県北部の
照葉樹林分布限界域での調査結果と整合的である｡



















1968；平吹 1990)｡ また､ 沿岸台地のとくに海
に面している東向き斜面で照葉樹が旺盛であった
ことについて､ 照葉樹林の分布限界域では潮風の
影響が重要であり (服部 1985, 2008)､ 一般的に






































































られている (磯谷 2006)｡ また､ シデ類の極相種
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としての重要性は､ 北東アジアの植生地理につい
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